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経済学の祖 A. スミス，資本主義安定期（レッセ・フェール期）の J. S. ミル，ケンブリッジ学派






　本論文の構成は，1. W. ペティの概念，2. 経済学の祖 A. スミスの概念，3. 資本主義安定期













　第 2 は，「公共的経費のもう 1 つの部門は，長官および補助官たる統治者たちの扶養である」（4）
という訳で，統治者の権力の維持，裁判官の費用や刑を執行するための諸経費が含まれる。































































　A. スミスの『国富論』は全 5 編で構成されている。スミスは，政府が支出すべき分野（スミ





















る。この分野は，それぞれの特性から 3 種類に分類される。第 1 は商業を助成するための公共事
業と公共施設の建設・維持であり，これは商業一般への助成と商業の特定部門への助成と公共施
設に分割される。第 2 は青少年教育のための施設であり，第 3 はあらゆる年代の人々の教育施設
である。
　この分野を具体的に，それぞれの項目から見てみよう。













































































































































































































































































































































お わ り に
　統計学の創始者であり重商主義者でもある W. ペティ，経済学の祖 A. スミスさらに資本主義
安定期（レッセ・フェール期）の J. S. ミル，ケンブリッジ学派の創設者 A. マーシャル，厚生経
済学の提唱者 A.C. ピグー，さらにマクロ経済学の創設者 J. M. ケインズがそれぞれ主張する政府
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there  is a role  for government  in  incorporating market  failures  into  the economy. Keynes, 
from a new liberalistic perspective, argues that fiscal policy is always necessary for the econo-
my to stabilize, and that it is the role of government.
  Therefore, over the years, as the size of the economy expanded, the role of the govern-
ment and the rationale  for the role of  the government were expanded, but suppression and 
regulation of the policy of such expansion were repeated.
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